
２９年度の地域コミュニティ活動支援事業の団体は下記６団体でした。

麻生区の住民、とりわけ子供たちに、平和の尊さを伝え、平和を維持
することに立ち向かっていく若者を育てていきたい。とりわけ、生存して
いる被ばく体験者の話を、直接、若者たちに伝え、核兵器のない世界
を創ることの大切さを共有したい。８月２６日（土）２７日（日）「やまゆり」
で開催。原爆写真のパネル展示と解説、折り鶴をつくる共同作業、ア
ニメ映画上映会、朗読劇、講演会などを展開し、おおくの人と交流した
い。

障がい者など、様々な個性と共生できる心を育もう！このスローガン
のもと活動している「心の星を」市民プロジェクト。その活動を多くの方
に知ってもらうイベントを、8月20日（日）10時～17時に「やまゆり」で開
催する。１Fでは午前中に映画上映「銀河の雫（山元加津子監督）」、午
後は「あらら企画」「かなりあ合唱団」「川崎セブンスター」等によるイベ
ントを開催。
２Fでは、三つの親子向けのワークショップを開催。

「平和を願い、実現するための集い」

おもちゃ作りと遊びを通じて、子どもから大人までの世代間を超えたコ
ミュニケーション作りを図り、これを地域の人々に広めて行きます。手
は脳の一部と言われており、その手を使ってものつくりをすることは、
子ともたちの健やかな成長につながります。
また、伝統的な遊びや表現遊びを学ぶことは、日本古来の文化に触
れたり、遊びの持つ効能や必要性を知ることにつながります。

新百合ヶ丘は利便性がよく、お出かけも新宿や横浜へすぐ出かけるこ
とができるため、日常生活だけでは、麻生区に住んでいてもなかなか
街と繋がることが少ない現状がある。街を好きになるためには、まずは
自分の街を知ること。麻生区、麻生区近郊に住む街の方や農家の方
に教えて頂きながら、親子で楽しめるワークショップを通して農育・食
育を育むことも大切に、街の魅力を再発見していく。

グループ　とも
石井栄子さん

麻生区に拠点を置く舞台芸術集団「山猫団」の演出・指導のもと、チン
ドン屋さんの「ジュンマキ堂」と一緒に、公募で集まった市民とともに、
ダンス・演劇・音楽のワークショップとリハーサルを経て舞台公演を上
演する。舞台芸術に関わるプロと市民が共に一つの舞台を作り上げる
体験を通じて、地域への芸術文化の普及を目的とする。
上演は２０１８年３月、岡上公会堂を予定。

山猫団
長井江里奈さん

地域に住んでいる人が、誰でもふらっと立ち寄れる居場所。コミュニ
ケーションづくりの場として、さまざまな人達との交流と笑顔を地域に
拡げ、多くの人たちに参加してもらうのが目的です。対象者は、赤ちゃ
んからお年寄りまでどなたでも。・ふらっと寄ってのおしゃべり（月～金
１０時～１６時）・囲碁、将棋、麻雀（週１回）・絵手紙（月２回）などを開
催、季節に対応したイベント、認知症学習会なども開催。

ふらっと新百合ヶ丘
中村ふみよさん

平和を願う会
萩坂心一さん

おもちゃと遊びで世代間コミュニケーション

団体名

ふらっと親子で新百合ヶ丘を楽しもう！

「心に星を」市民プロジェクト
成澤布美子さん

おもちゃと遊びの会
吉田幸雄さん

事業名・内容

そうだ！「はなもも」へ行こう２０１７

「心に星を」市民プロジェクト祭り


